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論文内容の要旨

音声、画像、テキストをデジタルデータとして取り扱うマルチメディアの分野では、アプリケーション領域に特化

したマルチメディア信号処理プロセッサを使用することで、汎用プロセッサと比較して、より高性能、あるいは低消

費電力のマルチメディア信号処理が実現されているo しかし、近年のマルチメディア社会の進展に伴う信号処理量の

著しい増大、高機能化の要求を、現在のマルチメディア信号処理プロセッサのアーキテクチャでは効率よく実現する

ことができなくなっている。

本論文では、マルチメディア信号処理プロセッサの高性能(高速)低消費電力、低ハードウェアコスト、個別機能

のハードウェア実装を可能にさせるための VLSI アーキテクチャを提案する o マルチメディア信号処理に含まれてい

る性質を利用して効率よく演算できるプロセッサのアーキテクチャを具現化することで、効率よくマルチメディアの

信号処理を実現する o

本論文では、処理アルゴリズムの改善、タスクレベルの並列処理とパイプライン処理、バス構造の工夫を VLSI アー

キテクチャに実装する o

本手法の有効性を評価するために、高速・低ハードウェアコストが要求されるフラクタル画像符号化プロセッサを

設計した。設計したフラクタル画像符号化プロセッサでは、従来の1/3のハードウェアコストの削減と、フラクタル

動画のビデオレートでの実時間圧縮が実現されることが確認された。また、低消費電力アーキテクチャが要求される

高精細ビデオプロセッサにおいて本手法を適用し、パス駆動周波数の40%削減、 800mW の消費電力での HDTV デ

コード、及び初めてビデオレートでの MPEG の逆転再生処理が実現されることが確認された。更に、低消費電力、

高性能、低ハードウェアコスト、個別ハードウェア機能の全てが要求されるコンスーマ向けの画像処理 LSI に本手

法を適用して試作を行った。試作した LSI の評価により、これまで実現されなかった 150万画素の画像を毎秒15枚の

速度で伸張・圧縮することが実現されることが確認された。

本手法を用いることにより、低消費電力、高性能、低ハードウェアコスト、個別ハードウェア機能の実装が実現さ

れることが示された。これにより、近年のマルチメディアの進展に伴い、マルチメディア信号処理プロセッサに課さ

れている膨大な信号処理量の処理、高機能化要求の実現が可能になると期待される。
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論文審査の結果の要旨

本論文は、近年のマルチメディア社会の進展に伴い、著しく増大している信号処理量や高機能化への要求を充足す

るために必要な、高速、低消費電力、低ハードウェアコスト、及び個別機能のハードウェア実装を可能にするアプリ

ケーション領域に特化したマルチメディア信号処理プロセッサのアーキテクチャに関係する研究をまとめたものであ

る。

本論文では、マルチメディア信号処理に含まれている性質に注目して、これを効率よく演算できるプロセッサのアー

キテクチャをどのように具現化するかについて考察し、処理アルゴリズムの改善、タスクレベルの並列処理とパイプ

ライン処理、速度の異なる複数のパスを持つ VLSI アーキテクチャを提案している。

本手法の有効性を評価するために、高速・低ハードウェアコストが要求されるフラクタル画像符号化プロセッサを

設計した結果を示している。その結果、従来の設計と比較して約1/3のハードウェアコストの削減と、動画のビデオ

レートでの実時間圧縮が実現されることを確認している。また、低消費電力アーキテクチャが要求される高精細ビデ

オプロセッサに対しても本手法を適用し、この方法の試作および評価を行っているo 要求されるパスの駆動周波数を

40%削減し、 800mW の低消費電力での HDTV デコード、および従来は困難であったビデオレートでの MPEG の逆

転再生処理が実現できることを確認している o 更に、低消費電力、高性能、低ハードウェアコスト、個別ハードウェ

ア機能の全てが要求されるコンスーマ向けの画像処理 LSI に本手法を適用して試作し、これまで実現できなかった

150万画素の画像を毎秒15枚の速度で伸張・圧縮できるなどの高性能を達成している。

本提案手法を用いることにより、近年のマルチメディア信号処理プロセッサに課されている信号処理能力、高機能

化要求の実現が可能になると期待できるo

以上の研究成果は、マルチメディア信号処理プロセッサの性能を大幅に向上させるための知見を体系化する内容で

あり、博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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